
 

 

 

 

 

 

いのちと暮らし、社会保障をまもるため、14秋闘勝利 

「11・6全国統一行動」を成功させよう！ 
 

組合員のみなさん、本日の「11・6全国統一行動」は、日本医労連の14年秋闘における職場と地域からの「い

のちまもれ」の怒りの全国統一行動日です。日本医労連は、9月6日から11月末まで「安全・安心の医療・介

護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める 2014 年秋・全国一斉いのちまもる地域キャラバン行動」を展開

しています。白衣の宣伝行動、県・自治体要請、医療・介護団体との懇談等を旺盛に行う中で見えてきたのは、

地域経済や地域医療、国民生活の疲弊の深刻さ、労働者の劣悪な状況です。これら問題の根源は政府による悪

政にあり、スピードをあげる安倍政権の暴走は労働者・国民のいのちと暮らしを破壊するものに他なりません。 

 

 安倍政権は 2 人の女性閣僚が辞任に追い込まれてからも「政治とカネ」の問題で追い詰められていますが、

秋の臨時国会で何が何でも「労働者派遣法」改悪を強行する構えです。そして、来年の通常国会では、労働者

の権利を丸ごと奪うに等しい「労働法制」大改悪を狙っています。社会保障充実を理由に消費税を8％にあげ、

年金・生活保護改悪を先行し、医療・介護についても改悪の具体化を進めています。介護をめぐっての悲惨な

事件が相次ぐ中、制度改悪と同時に「内部留保」を理由にした介護報酬6％削減の方向性も検討され始めてい

ます。私たちが怒りの声をあげなければ、政権の思うがまま、ごく一部の大企業や富裕層がさらに富を増やし、

国民からの総収奪が進むことになります。 

  

 このような状況の中で取り組まれている 14 秋闘は、とりわけ重要です。アベノミクスは、大企業にとって

はこの1年の内部留保を約15兆円増やす一方、国民には多少の賃上げも効果なく、消費税負担等による物価

高で実質賃金は8月時点で前年比3.1％減少し、現在14ヵ月連続ダウンとなっています。日本医労連の回答集

約でも2000年以降の年間一時金は10年余りで約30万円も減少し、私たちの生活はますます厳しくなって

います。人件費調整や合理化で労働者に負担を押し付けるやり方でのりきるのは、すでに限界を超えていま

す。職員の生活実態を見据え、改善策を打ち出すことこそ経営者の責任です。消費税のさらなる大増税をスト

ップさせ、診療報酬の緊急改善、介護報酬改善をおこなわせる大きな力の結集こそ求められています。 

 

 10.23国民集会には全国から3200名をこえる仲間が参加し、勤務環境改善の要求と、安倍政権暴走への怒り

が結集しました。本日の全国統一行動では、ストライキを中心に、退勤時間調査、街頭宣伝や集会、デモ、学

習会など多彩に取り組み、職場の仲間と地域住民に訴え、14秋闘勝利、いのちと暮らし・社会保障まもれの大

きな共同をつくりだします。14 秋闘の踏ん張りが、15 春闘の賃金改善につながり、政治を変える力につなが

っていきます。全国の仲間とともに頑張りましょう！！ 
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